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1. はじめに 

社会の情報化の進展に伴い，大学や高等学校での情

報リテラシー教育の重要性が高まっている。一方で，

情報リテラシーの分野は変化が早く，テキストやパソ

コン用のソフトウエアなどを利用した教育形態では十

分に対応できないという課題がある。日経BP社は，こ

うした課題を解決するために，クラウドサービスの形

態による情報リテラシー教材「日経パソコンEdu」を開

発し，2013年 4月からサービスの提供を開始した。ク

ラウドサービスを利用することで，最新情報や学習の

ためのサンプルデータ・ファイルの提供，学習履歴や

自己診断テストの成績の管理などが可能になる。また，

サービス提供に当たっては，提供コンテンツの二次利

用を可能にするための権利処理も広範囲に実施した。

日経パソコン Edu の開発と，それを利用した教育の効

果について報告する。 

 

2. 日経パソコンEduの機能と特徴 

2.1 概要 

日経パソコン Edu のサービスは，インターネット上

で提供している。ユーザーは，ID とパスワードでログ

インして利用する。コンテンツは基本的に PDFで提供

している。（http://pc.nikkeibp.co.jp/npc/pcedu/） 

 

 
 

2.2 コンテンツの種類 

OfficeやWindows，各種ソフトの使いこなし方法，セ

キュリティや著作権の基礎知識，資格取得や就職活動

対策など，ICT（情報通信技術）に関する知識や活用力

を向上させるのに役立つコンテンツを豊富に用意して

いる。 

ICTは，技術の進化が激しい分野で，新しいコンピュ

ーターウイルスが次々と登場したり，ソフトやサービ

スが頻繁にバージョンアップされたりしている。新し

いキーワードも，日々生まれている。日経パソコンEdu

は，随時コンテンツを更新，追加。紙の教科書には載

っていない最近の話題も，即座に詳しく解説している。 
 

分野 代表的な内容 

Office ソフト

入門＆活用 

各バージョンのWord/Excel/PowerPointの

基本操作，各種の文書作成法など 

Windowsを使

いこなす 

Windows 7/8 の基本操作，主要な機能の

使い方 

ネットサービ

ス活用 

SNS，ネット検索，Webメールなどの使

いこなし方 

ソフト活用 
PDFやWebブラウザーの活用，写真の加

工法，データのバックアップ方法 

スマホ／タブ

レット 

スマートフォンやタブレットの入門，使

いこなし方 

セキュリティ

の基礎 

ウイルスやネット詐欺などの脅威の基本

と最新情報，対策法 

情報倫理・著

作権を学ぶ 

著作権などの法律の基礎知識，コミュニ

ケーションの作法 

資格試験対策 
IT パスポート試験，MOS 試験などの傾

向と対策 

ITを知る 
ハードウエアとソフトウエアの仕組み，

インターネットの技術 

就職活動に備

える 

就活サイトの使い方，就活のためのメー

ルの書き方 

デジタル・IT

関連の用語 

デジタル，ICTにまつわる用語約5600語

の解説 

 

2.3 おすすめコース 

さまざまなテーマに基づいて役立つコンテンツの一

覧を紹介する「おすすめコース」を用意している。

「Office の操作を学ぶ」「資格を取得する」などの具体

的なテーマを設定し，それぞれについて学んでおきた

いコンテンツを，学んでおきたい順に紹介する。この

流れに沿って学習すれば，特定のテーマに関して効率

的に学習を進められる。 
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2.4 ミニテスト 

学習の成果は，ミニテストでチェックできる。複

数の選択肢の中から適切なものを選んで回答すると，

その場で結果が確認できる。授業で学んだ内容の理

解度を，授業の終わりにミニテストで確認する，と

いった使い方が可能。ミニテストの結果は，日経パ

ソコンEduのサーバーに保存され，「マイページ」か

ら自分の得点を見られる。 

 
 

2.5 独自の教材を作れる 

コンテンツは自分のパソコンやタブレットに保存

できるため，いつでも読み返せる。自分用に印刷す

ることもできる。授業の指定教材とした場合など，

学生・生徒全員が日経パソコンEduへのアクセス権

を持っている場合は，さらに多様な形での 2次利用

が可能。教員がコンテンツを印刷し，教材として配

布できるほか，コンテンツを基にオリジナル教材や

テスト問題を作れる。 

 
 

3. 活用例と効果 

3.1 連携書籍と併用 

ICTに関する基本的な知識やスキルを解説する『基本

から分かる情報リテラシー』と，ICTの各分野のキーワ

ードを網羅的に解説した『最新「情報」ハンドブック』

の2冊の連携書籍を発行している。書籍には，基本的，

普遍的な内容を収録。応用的な内容や最新の話題に

ついては，日経パソコンEduのコンテンツを利用す

ることで効果的な連携を可能にしている。 

 

 

 

3.2 eラーニングシステムとの連携 

日経パソコン Edu 内のコンテンツにはそれぞれ決ま

ったURLが割り当てられており，外部のシステムから

直接リンクが張れる。このため，eラーニングと連携さ

せ，学習内容に関連するコンテンツを読めるようにす

るといった使い方ができる。最初にリンクをクリック

した際には日経パソコン Edu へのログインが求められ

るが，その後一定時間はログイン状態が持続する。 

熊本大学では，独自のシステムを用意して e ラーニ

ング教材からシングルサインオンで日経パソコン Edu

にアクセス可能にしている。 

 

 
 

3.3 大学生協向けの書籍 

大学生活協同組合（大学

生協）と連携して，日経パ

ソコン Edu の 4 年間アク

セス権付き入門書籍を発

行。新入生向けパソコンと

セットで販売している。大

学生協が新入生を対象に

開催するパソコン講座用

の教材としても一部活用

されている。 

 

3.4 コンテンツを生かした電子書籍 

学外の企業や地

域社会と連携して

学習を進める「同

志社大学プロジェ

クト科目」の一環

として，学生向け

の情報リテラシー

の解説書を日経パ

ソコンと連携して

制作。日経パソコ

ンEduのコンテンツを活用しながら，学生の視点で

編集を加え，電子書籍として発行した 
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